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【基調講演】13：35～（50分）  

「円滑な地域包括支援センターの  

運営について」  

同志社大学社会学部 教授  

上野谷 加代子  
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はじめに（1）  

・地域包括支援センターを巡る今日的状況   

混乱？ なにが？どのように？なぜ？  

・期待ととまどい，不安とあきらめ？  

でも，さらなる期待，期待，期待  
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はじめに（2）  

・民生委員制度90周年  

・社会福祉士・介護福祉士法改正  

・「これからの地域福祉のあり方に関する研究   

会」  

Ⅰ困難事例をめぐってみえてきたこと  

1，個別支援の意味と意義  

（フォーマルサービスとインフォーマルサボ丁－ト   

ニーズキャッチ，ケアマネジメント，チームケ   

ア）  
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生活って何？  

＝）2つの視点で考えよう  

・時間の流れにおける問題解決  

・空間理解（あなたの役割）‥＝社会的役割  

社会関係  
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生活って何  

（2）日常生活を送るために（ニーズありき）  

24時間，1週間，1ケ月…・365日  

扇にたとえてみよう（朝おきてから眠りにつくま  

で）  
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（2）地域支援  

・地域組織化  

・セルフヘルプグループや当事者の組織化  

・福祉教育・ボランティア学習  
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広義のケアマネジメントの構造  

・本                セ  
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個別支援と地域支援  

コミュニティソーシャルワーク  

コミュニティワーク  
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コミュニティソーシャルワ⊥クの機能  

①ニーズキャッチ機能  

②個別相談・家族全体への相談機能（エコロジカル・アプローチ）  

③■■求めと必要と合意‖に基づく援助方針の立案及びケアプランの遂行  

唾）ストレングスアプローチ、エンパワーメントアプローチ  

喧）インフォーマルケアの開発とその組織化機能  

喧）ソーシャルサポートネットワークの組織化と個別ネットワーク会議の開   

催・運営機能  

⑦利用者の組織化とピアカウンセリング活動促進機能  

⑧地域間題の再発予防及び解決策のシステムづくり機能  

⑨地域福祉実践に関するアドミニストレーション機能  

⑩地域福祉計画づくり機能  

大橋謙策（2007）「日本のソーシャルワーク研究・教育・実践の60年」  
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Ⅱ，「政策としての地域福祉」の実現   
としての地域包括支援センター  

実践としての地域福祉  

理論としての地域福祉  

つながりの再構築  

地域トータルケアシステム  

ー18－   



地域福祉の考え方  
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1．地域福祉の考え方  

②住民参加で解決を図る   

・政策策定過程への参画   

・地域の福祉活動への参加  

■福祉活動の起業  

など  
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